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	このタンパク質は、ガラクトースをグルコースに変換する酵素をコードするGAL1、GAL2、GAL7、GAL10、MEL1などのガラクトース誘導遺伝子の遺伝子発現を正に制御する。このタンパク質は、これらの遺伝子の上流活性化配列（UAS-G）内の17塩基対配列（5'-CGGRNNRCYNYNCNCCG-3'）を認識する。
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	GAL4 活性化ドメイン抗体を使用した、組み換え AD タンパク質溶解物中の GAL4 活性化ドメインのウエスタン ブロット分析。

